
三島市

平成 26 年度から学校支援地域本部として活動を開始、令和２年度からは、地域と学校とが連携・

協働し、地域全体で子供を育てるという視点をもった地域学校協働本部へと発展させ、活動を継続し

ている。元小中高学校の教員や元子ども会連合会会長、卒業生保護者など複数の実行委員が推進員と

して、学校と地域をつなぐ役割を果たし、地域学校協働活動につなげている。特に、職場体験先との

連絡調整、みしま寺子屋（放課後学習支援）、英語検定試験の準会場運営など、子供たちの豊かな学

びを支えている。

活動内容等

ふ り が な

団 体 名 三島市立北上中学校 地域学校協働本部
みしま しりつきたうえちゅうがっこう ち いきがっこうきょうどうほ ん ぶ

(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた基盤として、地域と学校が連携・

協働し、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていくため、「地域学

校協働本部事業」を実施する。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体…学校運営協議会、ＰＴＡ、自治会

・地域学校協働本部実行委員会を年６回開催

・地域学校協働活動には、地域住民が多数参加し、子供とともに活動を行って

いる。

・平成 26年度から活動を開始して、今年度で９年目になる。

（3）活動内容及

び成果

【活動内容】

・職場体験先との連絡調整

・読み聞かせ

・みしま寺子屋（しずおか寺子屋）として、地域ボランティアと大学生ボラン

ティアを募り、放課後学習支援を行っている。

・英語検定試験の準会場の運営

【成果】

・コロナ禍であるが地域と子供との関わりの場が増えた。

・子供のニーズに合った職場体験の受け入れ先を見つけることができている。

・検定が受けやすくなり、英語学習への意欲向上につながっている。


